
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

小島康晴(飯田市)推薦/吉川彰一(下伊那)支持 
 

連合長野及び飯田地協は、長野県議会議員選挙の飯田市区･小島康晴

氏の推薦に加え、下伊那郡区･吉川彰一氏(無所属･44 歳･現職)の支持

をしていくことを、４月１日開催の第２回単組代表者会議で報告した。 

吉川氏からは 3 月 16 日に推薦依頼があり、次期も連合の連携議員

として活動することを確認し、３月 27 日の飯田地協臨時幹事会で｢支

持｣の判断をし、連合長野へ上申していた。連合長野では持ち回り執行

委員会で、地協の判断通り連携することを確認した。 

吉川氏は3 月31 日に退院をし、臨戦態勢に備える。 
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122 号 

連合長野の 2015 春闘は、｢賃上げ｣｢時短｣｢政

策･制度｣｢経営対策｣を４本柱に、昨年に続く賃上

げの取り組みがされている。 

中島議長は｢経済の好循環のため、実質賃金低下

を断ち切り、月例賃金が重要｣と、賃上げへのこだ

わりを訴えた。また、最低賃金協定の締結を全組

織へ要請した。 

代表して４産別から取り組みが報告され、参加

者は他組織の取り組み状況を認識した。 

 
連合長野が推薦を決めている小島康晴予定候補

者から、県政の現状とこれまでに連合と共に取り

組んだ公契約条例などの成果が語られた。また、

安心･安全な職場実現のため、働く者の声をしっか

り届けるには、県政を国政のような一強多弱にし

てはいけないなどと、３期目に向けて強い決意を

語り、支援を求めた。 

連合飯田地協は｢2015 春季生活闘争決起集会･長野県議会議員選挙決起集会 及び労働法

制改悪に関する研修会｣を、3 月 13 日(金)に飯田勤労者福祉センターで開き、構成組織の役

員や組合員170 名余が参加した。 

連合長野･根橋事務局長により、現政権が強引で

姑息な手段で進めようとしている、労働時間規制

緩和･派遣労働者受入期間限度廃止･解雇の金銭解

決などの労働法制の改悪について説明がされた。

また、国民の年金積立が、経済成長のためにと勝

手な運用変更により、リスクが高まっている報告

もされた。 

 

春闘へ向け団結する参加者 ３期目の意気込みを 

語る小島康晴氏 

連合長野HP http://www.rengo-nagano.jp/ または、 連合長野  検索 
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どうせ変わらない…。ではなく、 

政治活動に参加して社会を変えましょう！ 
～政治活動は労働組合とその家族の仕事と暮らしを守ります～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

政治は、無関心でいられても、 

無関係ではない！ 
飯田下伊那は、インフラ整備を始め、将来の基

礎を作る大事な時期であることは言うまでもあり

ません。 

皆さんが政治に無関心でも、皆さんの暮らしは

政治によって良くも悪くもなるのです。子どもや

孫が幸福を感じられる地域創りのために、家族や

友達など周りの人に声をかけて、必ず投票へ行き

ましょう。 
 

【前半】4月 12 日(日)投票日 

 

 

【後半】4月 26 日(日)投票日 

 

 

なぜ、労働組合が政治に参加し

なければならないの？ 

賃金や労働条件だけでなく、社

会保障や税などの政策制度にも

目を向けないと組合員の暮らし

は守れません。 

政治に参加すると何が変わる

の？ 

なぜ、私たちがやらなくちゃい

けないの？ 

働く仲間が集まっただけで、政治

をどうにかできるの？ 

連合は特定の政党を支持してい

るの？ 

働く者の声を政治に届けるに

は、何をすれないいの？ 

インターネットは使ってもいい

の？メールは使えるの？ 

私たちの意見を代表してくれる

議員を政治の場に送って政策制

度を改善しなければ、働く者の

意見は顧みられません。 

組合活動と同じで、一人ひとり

政治活動に参加することで社会

を良くしていけるからです。 

１人の１票は小さいものかもし

れませんが、連合の仲間が集まれ

ば政治への影響力も絶大です。 

政党支援が目的ではなく、働く

者が安心できる社会をめざして

政治活動に取り組んでいるので

す。 

私たちの代表者を一人でも多く

議会へ送ることが重要です。政

策実現のためには、より多くの

議席が不可欠です。 

2013 年７月の参院選からイン

ターネットを使った選挙運動が

解禁されました。告示(公示)前に

政治活動として活用する分には

問題ありません。 
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